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同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
と
こ
ろ
で
本
学
の
同
窓
会
は
、
こ
の

て
は
益
々
の
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
五
月
四
日
に
北
京
支
部
が
誕
生
し
、

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
同
窓
会
七
月
に
は
欧
州
・
フ
ラ
ン
ス
支
部
が
新

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
誠
に
あ
り
た
に
発
足
す
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
本
学
の
同
窓
生
が
世
界
に

昨
年
は
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
さ
さ
活
躍
さ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
り
喜
ば
し

し
ま
校
の
開
校
に
よ
り
新
た
な
歴
史
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
四
月
よ
り

が
刻
ま
れ
ま
し
た
。
十
一
月
に
行
わ
れ
新
た
に
大
学
の
外
郭
団
体
と
な
る
「
校

た
記
念
行
事
で
は
同
窓
会
創
立
六
十
友
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

周
年
全
国
総
会
・
記
念
祭
や
寮
歌
祭
今
後
更
に
大
学
と
同
窓
会
、
後
援
会

に
岡
崎
支
部
か
ら
も
多
く
の
方
の
ご
参
に
よ
る
「
三
位
一
体
」
事
業
を
支
え
大

加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
学
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り

し
た
。
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
我
が
岡

さ
て
、
今
の
時
代
は
政
治
も
経
済
崎
支
部
の
会
員
数
は
五
千
人
を
超
す

も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
陣
容
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
も
言
わ
れ
る
新
政
方
に
は
、
支
部
活
動
へ
の
ご
理
解
と
諸

権
の
経
済
政
策
は
大
胆
な
金
融
政
策
、
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い

機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご

支
部
長
坂
井

挨
拶

一

志

喚
起
す
る
成
長
戦
略
と
し
て
推
し
進

め
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
定
し
た
社

会
を
求
め
て
お
り
、
将
来
に
希
望
の

持
て
る
安
定
し
た
政
治
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
岡

崎
市
で
は
内
田
新
市
長
が
掲
げ
る
「
次

の
新
し
い
岡
崎
」
へ
活
力
あ
る
岡
崎
の

未
来
づ
く
り
の
た
め
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る

愛知
岡
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平
成
二
十
四
年
五
月
一
二
；
七
日

（
日
）
午
後
四
時
半
よ
り
岡
崎
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
て
、
会
員
五

十
一
名
、
来
賓
三
十
四
名
、
計
八
十

五
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
さ
れ
る
。

総
会
は
司
会
杉
田
副
支
部
長
、
議

長
は
山
岸
相
談
役
の
下
で
議
事
は
ス

ム
ー
ズ
に
終
了
。

懇
親
会
は
青
山
副
支
部
長
の
司
会

で
、
和
気
藷
藷
の
内
に
午
後
八
時
半

閉
会
と
な
る
。

今
回
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ジ
ョ

ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
（
愛
大
法
学
部

教
授
）
に
よ
る
「
イ
ギ
リ
ス
と
日
本

と
愛
知
大
学
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
っ
た
。

筒
井
英
雄
（
弘
卒
）

野
趣
一
汁
四
集
彦
愛
知
次
学
同
窓
会

岡
崎
支
部
総
会
並
び
に
懇
親
会
報
告

、
一
月
二
十
七
日
（
日
）
岡
崎
ニ
ニ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
於
い
て
、
平
成
二

十
五
年
新
年
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
山
森
理
事
の
指

導
に
よ
り
、
「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
体
験

講
習
を
参
加
者
全
員
で
受
け
、
笑
う

こ
と
の
楽
し
み
を
大
い
に
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
小
漬
副
支
部
長
の

司
会
に
よ
り
懇
親
会
を
開
始
、
坂
井
一

支
部
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
昨
年
の
同

窓
会
六
十
周
年
全
国
総
会
の
感
想
な

ど
話
さ
れ
た
。
岡
田
事
務
局
長
は
、

服
部
春
男
会
計
監
査
役
の
病
気
療
養

に
よ
る
退
任
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
を

報
告
さ
れ
た
。
（
服
部
春
男
氏
は
、

残
念
な
が
ら
、
二
月
五
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
）

大
川
顧
問
の
あ
い
さ
つ
で
は
自
社

の
苦
労
話
が
あ
り
、
水
口
理
事
の
音

頭
で
、
四
十
三
名
の
出
席
者
と
乾
杯

し
、
懇
親
に
入
り
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

ブ
ル
で
和
気
あ
い
あ
い
と
旧
交
を
温

め
あ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
山
田
貞

幹
会
員
の
カ
ラ
オ
ケ
を
聞
き
な
が
ら

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

宴
の
終
わ
り
は
い
つ
も
ど
お
り
、

舞
台
に
上
が
っ
て
学
生
歌
と
寮
歌
を

苅
谷
理
事
の
リ
ー
ド
で
高
唱
し
た
。

宇
井
相
談
役
の
万
歳
三
唱
で
、
今
年

最
初
の
役
員
懇
親
会
は
、
五
月
十
九

詞
訓
剛
Ⅶ
群
ご
羽
戊
ゴ
ー
ｆ
五
年

日
の
愛
知
大
学
同
窓
会
岡
崎
支
部
総

会
で
の
再
会
を
願
っ
て
閉
会
し
ま
し

た
。
千
賀
亮
治
（
蝿
卒
）
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平成25年度愛知大学同窓会岡崎支部総会議事

第1号議案平成24年度事業報告

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

1支部行事

（1）平成24年5月27日（日）［於岡崎ﾆｭー グランドﾎﾃﾙ］

平成24年度支部総会並びに懇親会を開催し､来賓|こ佐藤元彦学長をはじめ

32名、会員48名、合計80名が参加

（2）平成24年5月27日（日）岡崎支部会報第72号を発行（6，200部）

（3）平成24年11月10日()-11日（日）愛知大学同窓会割立60周年

全国総会･記念祭に参加[於愛知大学名古屋ｷｬﾝパｽ］

（4）平成25年1月27日（日）［於岡崎ﾆｭー グランドﾎﾃﾙ］

新年殺員懇親会を開催(会員41名参加）

（5）その他役員会等の開催（12回）

平成24年4月12日、5月10日、6月14日、7月12日

8月29日、9月19日、10月26日、11月21日、12月14日、

平成25年1月17日、2月13日、3月21日

＜支出の部＞ 単位：円

上配のとおりご軽告申し上げます。平成25年4月1日

支部長坂井一志⑳会計中塙有美子、

第3号畦案監壷報告

2その他の行事 監査報告書

平成24年度の収入及び支出の内訳について監査したところ

正碗に処理されていることを露めましたので報告します。

平成25年4月1日

愛知大学同窓会岡崎支部

会計監査宮島好弘、

会計監査大島俊明③

第4号瑳案平成25年度事案計画（案）

（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

（1）平成25年度支部総会並びに懇親会の開催［5月19日（日）］

（2）支部会報73号［5月19日（日）］発行

（3）観睦旅行実施［10月頃］

（4）断年役員懇親会の開悩［平成26年1月下旬］

（5）役員会の開催［10回くらい］

（6）その他同窓会本部、大学主催行事への参加および友好近隣支部との交流
Ｇ
‐
空
戸
令

第5号飴案平成25年度予算（案）

その他本部理事会､支部長会議､本部委員会等に出席(坂井支部長ほか）

第2号謹案平成24年度会計報告（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

＜支出の部＞ 単位：円

第6号酷案その他

項E 決算金8 備考

総会賓 787,760
支部総会費565,760円

新年役員懇親会222,000円

会酸費 0 役員会等12回

事業喪 186,480 支部会概第72号(6,200部）

渉外費 182,352 近隣友好支部総会等（17件）

支部行率助成金 10,00 Bee助成金

事務費 31,74

通俗費25,400円

印刷費2,000F

消耗品費4.340円

雑費 6,42（
振込手数料2.5201

役員慶弔費ほか3,9001

次年度織越笠 139,059

支出の部合＆ 1,343,81

年月日 行事名 出席者 会鯛

4月15E ■ 鰯W大学部会懇観会 細井､筒井 ﾎﾃﾙｱーｸﾘｯｼｭ豊摺

4月21E 土豊橋支部総会 蒲野､杉浦､中曜 ウェステージ豊橋

5月25E 金 豊田支部総会 細井､小協 名鉄トヨタホテル

6月31
■

■ 同窓会代騒員会 細井、岡田、千剰 愛知大学笹島校舎

6月91 土奥三河支部総会 細井､小ll 芳賊観光ﾎﾃﾙ本僅

6月30F 土 田原支部総会 大島、中嶋 峯山会館

7月71 土豊Jll支部総会 坂井､千鶴 till市民プラザ

7月81
■

■

■ 西尾支部総会 細井､岡田、杉田 JA西三河Aｺーﾌ゚桜町侃

7月14E 土浜松支部鑑 筒井､岡E ホテルコンコルド浜イ

9月IE ゴ三遠南信地区支部長会爵 坂井､細井 佐久！

11月22日 木大学創立記念日.'ﾙﾌ大会 細井､桜井､加藤､手蝋 三河カントリークララ

11月23日 金蒲郡支部鯉 坂井 ホテル竹」

12月IE 土豊橋支部忘年会 岡日 ﾎﾃﾙｱーｸﾘｯｼｭ豊橋

1月26E 土安城支部新年懇親会 坂井 ふじよ’

2月II 金名古屋支部新年懇親会 細井 ローズコートホテル

3月30F 土東松照明氏を偲ぶ会 細井 愛知大学車道校舎

項目 予算9 備考

会費収ン 800,00
前年度実紙参考（支部総会男

前年度実顔参考（新年役員懇親会費）

維持会予 250,00 前年度実紙参考

助成金 5（ 00（ 前年度冥絞参考（同窓会本闘

広告料 12 00（ 前年度実績参考（24偶

雑収入 9（ 94

前年度鍵越甜 139 05〔

収入の部合Ⅲ 1,45（ 00（
項I 決算金額 備考

会費収入 599,000
支部総会費322,000円(48名）

新年役員懇親会費277,000円(41名）

維持会費 231,000 50名からの納ス

助成金 50,700 同窓会本部からの助成金

広告料 110,000 支部会報第72号広告(22件I

雑収入 丁224,854
祝儀216,000円、預金利息14円、会議費組入
5.840円、手土産買取3,000F

前年度織璽金 128,257

収入の部合計 1,343,811

項目 予算湖 備考

総会費 800,00
前年度実績参考（支部総会詞

前年度実紙参考（新年役員懇親会費）

会騒費 70,00( 前年度実絞参考（役員会ほ力

本業費 19000（ 前年度実紙参考（支部会報第73号発行費】

渉外費 20 00（ 前年度実絞参考（渉外活動雷

支部行率助成金 7（ 00（ 前年度実趨参考（行事助成金

事務費 8（ 00〔 前年度実輯参考（通栖費、印刷費ほか）

雑費 3（ 00〔 前年度実讃参考（振込手数料ほ力

予備費 1（ 00（

支出の部合I 1,45( 00（



愛知大学同窓会岡崎支部会報 第73号（3）平成25年5月19日

戸一

支
部
で
は
会
報
の
発
行
を
は
じ
め

圭
〆
封
創
黍
孔
童
寺
庁
以
簿
に
争
勢
え
、
Ｆ
脂
鍬
厄
ム
テ
ー
赤
井
塑
副
。

近
隣
友
好
支
部
と
の
交
流
を
推
進
す

る
た
め
、
会
員
の
皆
様
方
に
支
部
維

持
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
度
は
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

①
一
口
（
一
、
○
○
○
円
以
上
）

②
同
封
の
「
振
込
依
頼
害
」
を
ご

利
用
下
さ
い
。
（
手
数
料
は
支

部
で
負
担
）

③
前
年
度
の
納
入
状
況
は
支
部
会

報
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
匹
在
‐
良
い
五
十
タ
岸
合

計
二
三
一
、
○
○
○
円
の
納
入
を
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
詳

細
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
．

順
不
同
）

▽
二
○
，
○
○
○
円

太
田
善
夫
、
水
口
・
俊

▽
一
二
、
○
○
○
円

手
嶋
学

▽
一
○
、
○
○
○
円

平
成
二
十
四
年
度

支
部
維
持
会
費

納
入
状
況
報
壁
画

凶
ｑ

平
成
二
十
五
年
度

支
部
雑
持
会
善
一

r景
蕊

噂

納
入
の
お
願
い
ｆ
４

ｐ

青
山
英
次
↑
手
嶋
明

▽
八
、
○
○
○
円

細
井
貞
男
、
中
嶋
有
美
子

▽
六
、
○
○
○
円

今
泉
孝
一
、
・
宇
井
均
、
岡
田
順
治
、

坂
井
一
志
、
佐
藤
憲
弘

▽
五
、
○
○
○
円

青
山
順
香
、
杉
田
雅
裕
、
杉
山
清
一
、

山
森
操
子

▽
四
、
○
○
○
円

坂
田
恒
夫
、
千
賀
亮
治

▽
三
、
○
○
○
円

阿
部
信
義
、
伊
藤
邦
男
、
宇
野
弘
隆
、

大
川
博
美
、
大
島
俊
明
、
小
野
長
久
、

笠
原
新
意
知
、
片
岡
銀
一
、

蒲
野
晴
、
加
藤
省
三
、
河
合
潤
、

小
嶋
賢
治
、
小
山
弘
、
杉
浦
秀
樹
、

杉
浦
昌
幸
、
筒
井
英
雄
、
都
築
正
文
、

新
責
富
造
、
橋
本
義
紀
、
服
部
春
男
、

牧
野
勝
彦
、
宮
島
好
弘
、
山
岸
昭
義
、

山
田
浩
、
山
本
友
之

▽
二
、
○
○
○
円

池
田
正
、
大
水
恒
夫
、
小
演
恵

▽
一
、
○
○
○
円

青
山
等
、
伊
藤
弘
亮
、
小
嶋
順
子
、

杉
浦
恵
子

愛
知
大
学
募
金
委
員
大
島
俊
明
（
“
院
卒
）

こ
〃
△
雰
判
伍
雀
か
七
Ｃ
星
勺
て
，
汰
淫
寸
創

立
七
○
周
年
記
念
一
募
金
の
お
願
い
を

蝿
灘
蝋
耀
韓
欝

致
し
ま
し
た
ｃ
そ
の
後
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
平

成
二
五
年
二
月
二
八
日
現
在
で
、
四

八
人
（
の
べ
五
六
件
）
、
一
千
六
百
六

○
万
三
千
円
の
募
金
申
込
み
を
お
寄

せ
頂
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

前
回
の
記
事
の
な
か
で
は
、
さ
さ

し
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
、
豊
橋
校

舎
で
の
地
域
政
策
学
部
の
開
設
は
、

予
定
で
ご
・
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
ご
承
知
御
の
よ
う

に
、
さ
さ
し
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
成

二
四
年
四
月
に
開
校
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
政
策
学
部
は
そ
の
前

年
の
平
成
二
三
年
四
月
に
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
七
○
周
年
記

念
事
業
の
う
ち
文
学
部
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ

ン
タ
ー
の
整
備
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
学
で
は
、
こ
の
七
○
周
年
記
念

事
業
を
「
第
二
の
創
学
・
建
学
」
と
位

置
づ
け
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
国
際

的
教
養
と
視
野
を
も
っ
た
人
材
の
育

成
」
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
の
一
層

の
具
現
化
を
は
か
る
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
の
一
環
と
し
て
、

愛
知
大
学
が
提
案
し
た
、
現
代
中
国

学
部
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
、

文
部
科
学
省
の
平
成
二
四
年
度
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
（
特

色
型
）
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
若
い
世
代
の
一
…
内
麿
向
き
志
向
」
を

克
服
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
積

極
的
に
挑
戦
し
活
躍
で
き
る
人
材
育

成
を
め
ざ
す
愛
知
大
学
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
学
で
は
、
こ
の
他
に
も
七
○
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
当
初
掲
げ
た

目
標
に
向
け
て
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
大
学
を
支
え
る
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
平
成
二

四
年
二
月
に
「
公
益
財
団
法
人
愛

知
大
学
教
育
研
究
支
援
財
団
」
が
設

立
認
可
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
に

は
、
「
愛
知
大
学
校
友
セ
ン
タ
ー
」
が

設
立
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

財
団
は
、
後
援
会
と
同
窓
会
が
其
々

独
自
に
持
っ
て
い
た
奨
学
金
制
度
を

一
本
化
す
る
な
ど
し
て
効
率
的
な
教

育
・
研
究
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
校
友
セ
ン

タ
ー
は
、
卒
業
生
名
簿
管
理
や
「
ポ
プ

ラ
の
森
」
事
業
ま
た
募
金
・
周
年
事

業
あ
る
い
は
同
窓
会
・
後
援
会
交
流

事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
七
○
周

年
記
念
事
業
は
さ
さ
し
ま
キ
ャ
ン
パ

ス
の
開
校
で
終
了
で
は
な
く
、
平
成

三
○
年
の
創
立
七
○
周
年
ま
で
続
き

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。撫

一
三当纏

手嶋学税理士事務所
税理士
社労士
行政書士
手l鳴学
(42年法経学部Ⅱ部卒）

税理士手I嶋康之
(平成7年院経卒）

事務所岡崎市雷田町字池内54-10
電話（0564）24－626

FAX(0564)24-9087

季節料理0即儒偏鮒醗肇

「お食事処lI

⑳み蛎書

凋嘘塞夷蕊l懇馴削
k､_－_迄一一一一一蚕一一…』‐‐

お食事処

e・TAX電子申告
電子納税もお任せ下さい！

TKCコンピュータ会計システム

大島俊明税理士事務所

岡崎市土井町宇荒井乙40番地

E-mail:oshima.t@tkcnf.or.jD

Tel:0564－54-229(

http://wmv.tkcnf.com/oshimakaikeiん｡

おのだ誠灸院

はり・きゅう・マッサージ

施術時間午前9時～12時午後3時~8時
マッサージは予約制

一度お電話してからお越しくださ↓

院長殿灸師小野田哲
(愛大45年卒

岡崎市欠町石ケ崎79－．

Tel/Fax0564(23)718J
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懸慧灘警ﾘ＆ 同
窓
会
創
立
・
六
十
周
年
全
国
総

会
・
記
念
祭
は
昨
年
十
一
月
十
、
十

一
日
の
両
日
に
わ
た
り
新
装
の
さ
さ

し
ま
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
全
国
か
ら
訪
れ
た
同
窓
生
の

ほ
か
、
近
郊
の
皆
様
も
大
勢
参
加
さ

れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

た
。
特
に
両
日
に
わ
た
り
講
義
棟
で

は
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
に
同
窓
生
の
つ
ボ

イ
ノ
リ
オ
氏
を
迎
え
て
「
さ
さ
し
ま

寄
席
」
が
催
さ
れ
、
屋
外
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
で
は
ト
ョ
タ
ヴ
ィ
ッ
ッ
が
当

た
る
抽
選
会
で
盛
り
上
が
っ
た
。
同

窓
会
全
国
総
会
は
初
日
の
午
後
五
時

か
ら
講
義
棟
最
上
の
十
一
階
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
後
、
厚
生
棟
六
階
ア
リ
ー

愛
知
大
学
創
立
六
十
周
年
全
画
鍵
盤
辱
帳
記
琴
溌
奉
張
参
加
堪
諸
一

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
！

壁
塗議璽 蕨；

ナ
に
会
場
を
移
し
た
一
祝
賀
会
」
で

は
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
等
も
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
大
い
に
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
回
の
総

会
・
記
念
祭
に
は
岡
崎
支
部
で
は
同

窓
生
百
二
十
余
人
の
皆
様
に
参
加
チ

ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
い
た
だ
き
、
ま
た

多
く
の
企
業
等
に
協
賛
広
告
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

当
初
、
実
行
委
員
会
本
部
の
要
請

に
応
え
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス
内
の
教
室

で
「
支
部
会
員
交
流
会
（
総
会
こ
を

開
催
し
よ
う
と
、
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
肝
心
の
教
室
が
な
か
な
か
決

ま
ら
ず
、
周
知
で
き
ず
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
の
は
二
十
名
程
に
な
っ

篭
、
理

鍵
一
驚

義華

雲

夢
璃
好

酢
癖
ロ
ユ
零

弛穿＝

面

匪

蕊
＝
『

島

－

苅
谷
大
典
（
記
予
卒
・
）

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
日
、
愛

知
大
学
名
古
屋
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
「
ア
ジ
ア
に
羽
ば
た
く
記
念
寮

歌
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
、
受

付
で
歌
集
を
渡
さ
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

表
紙
に
小
生
の
愛
大
予
科
時
代
の

白
線
姿
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
。
お
蔭
で
係
る
参
加
者
が
、

表
紙
に
サ
イ
ン
を
求
め
て
数
名
が
列

を
な
し
た
こ
と
。
中
で
も
、
本
間
学

長
の
ご
息
女
殿
岡
さ
ん
と
、
同
文
書

院
出
身
で
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
の
小
崎

さ
ん
が
サ
イ
ン
か
ら
を
求
め
ら
れ
た

の
に
は
大
感
激
で
し
た
。

本
間
学
長
の
悲
願
で
あ
っ
た
日
本

寮
歌
祭
は
昭
和
六
十
二
年
秋
に
第
二

十
七
回
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
二
十
六
年
間
、
小
生

は
オ
ー
ル
参
加
し
ま
し
た
。
愛
知
大

学
予
科
寮
歌
「
月
影
砕
く
る
」
は
、

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
記

念
品
や
ド
リ
ン
ク
や
飲
食
券
等
の
引

き
換
え
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
各

コ
ー
ナ
ー
と
も
引
き
換
え
で
き
た
の

は
缶
ビ
ー
ル
や
焼
き
そ
ば
く
ら
い

で
、
岡
崎
の
名
産
品
『
八
丁
味
噌
』

を
出
品
し
た
全
国
物
産
展
等
の
販
売

な
ど
で
も
参
加
チ
ケ
ッ
ト
が
使
え
る

よ
う
に
し
て
欲
し
か
っ
た
。

事
務
局
長
岡
田
順
治
（
風
卒
）

竜一
｡ 歌

一
詞
・
一
作
曲
…
内
容
と
い
陸
大
変

素
晴
ら
し
い
と
日
本
寮
歌
振
興
会
長

神
津
康
雄
氏
の
評
価
を
頂
い
て
い

る
。
思
う
に
こ
の
寮
歌
に
は
、
同
文

書
院
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
流
れ
培
わ
れ
て
い

る
の
だ
。

旧
制
高
等
学
校
が
消
滅
し
て
既

に
五
十
年
余
に
も
な
る
の
に
、
今

な
お
寮
歌
祭
を
開
催
し
続
け
る
所

以
は
旧
制
高
校
、
大
学
予
科
の
卒

業
生
に
と
っ
て
、
唯
一
残
さ
れ
た

寮
歌
を
歌
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
旧
制
高
校
の
消
滅
を
痛
惜
し
、

自
己
の
人
間
形
成
に
と
っ
て
最
も

貴
重
で
あ
っ
た
旧
制
高
校
・
大
学

予
科
の
青
春
に
回
帰
す
る
こ
と
に

あ
る
。
故
に
意
気
と
情
熱
を
こ
め

て
寮
歌
を
高
唱
す
る
の
で
あ
る
。

盃
ノ

－

寮
歌
が
永
く
歌
わ
れ
伝
え
ら
れ
て

行
く
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

最
後
に
、
愛
大
ミ
ク
ス
「
ア
ジ

ア
に
は
ば
た
き
、
愛
知
大
学
の
名

声
を
広
め
る
。
地
域
社
会
の
評
価

を
高
め
る
。
同
窓
生
の
温
か
い
緋

を
深
め
る
。
」
等
々
を
提
唱
し
て
か

く
筆
す
る
。

画
rriics

ﾐｸｽ粥悪
まとめて使えば‘

画腫錘芭すき1蕊

【営業種目】

機械鉄

(大型五面加工機）鋳

世界の家具総合インテリア

太田工業株式会社迄｡璽診櫓
岡崎市内ﾐｸｽ光カバー事
平成25年9月末までに93%!

三クスネッ1,ワーク
00120-345-739
営業時間g:00～1日goo年中無休

オリバ＆株式会社

取締役会長太田善夫
（元岡崎支部長）

本社〒444-0804岡崎市美合町字生田19番地1

工場〒444-0005岡崎市岡町字上野川111番地

TEL(0564)51-8029fltl
FAX(0564)54－0903

岡崎本社岡崎市薮田1－1－涯

召く0564>27－2800紙

FAX(0564)27-2860

雲
霧

の
哲

愛
知

古‘
掛け急
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例
会
に
毎
月
一
回
（
定
例
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
会
場
は
、
お
食
事

処
み
ゆ
き
（
岡
崎
・
市
康
生
通
東
）
で
す
。

会
費
は
当
日
徴
収
で
、
大
体
三
千
円

で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
い
つ
も
支
部

役
員
で
す
の
で
、
会
員
の
方
の
参
加

歓
迎
で
す
。
通
常
は
、
午
後
六
時
半

開
始
で
す
。
仕
事
の
都
合
で
ち
ょ
っ

と
き
つ
い
か
な
と
思
わ
れ
る
方
も
み

え
ま
す
。
そ
し
て
議
論
が
白
熱
す
る

と
、
九
時
を
回
り
ま
す
。
そ
れ
も
、

ち
ょ
っ
と
き
つ
い
か
な
。

会
議
で
使
用
す
る
レ
ジ
ュ
メ
は
、

毎
回
事
務
局
長
の
岡
田
さ
ん
が
準
備

し
て
下
さ
い
ま
す
。
会
は
ま
ず
、
出

席
者
を
確
認
し
各
自
で
○
を
つ
け
て

い
ま
す
。
連
絡
の
無
い
方
は
、
「
ど
う

し
ち
ゃ
っ
た
か
な
」
と
心
配
を
し
ま

す
。
会
は
支
部
長
の
坂
井
さ
ん
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
必
ず
「
皆
さ

ん
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
苦
労
様
で

す
。
」
と
結
ば
れ
ま
す
。
議
題
は
、
報

告
事
項
・
協
議
事
項
を
議
題
と
し
て

進
行
し
て
行
き
ま
す
。
例
月
は
、
月

次
の
報
告
な
ど
粛
々
と
進
ん
で
い
き

ま
す
。
通
年
を
通
し
て
議
題
が
盛
り

上
が
る
の
は
、
や
は
り
一
月
の
役
員

懇
親
会
と
五
月
の
支
部
総
会
そ
し
て

十
一
月
の
秋
の
旅
行
の
案
を
検
討
す

る
時
で
す
。
主
は
い
か
に
、
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
か
で
す
。
い
わ
ゆ
る
仲
間
づ
く
り
、

仲
間
を
増
や
す
と
Ｖ
う
こ
と
で
す

議
題
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
、
そ
の
あ

と
は
、
食
事
会
に
入
り
ま
す
。
「
乾
杯
」

の
音
頭
で
始
ま
り
ま
す
。
大
皿
の
刺

身
の
盛
り
合
わ
せ
。
六
品
の
煮
物
と

豪
勢
で
す
。
あ
と
は
、
各
自
好
み
の

ビ
ー
ル
・
焼
酎
・
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど

で
す
。
時
刻
を
見
計
ら
っ
て
「
中
締
め
」

毎
回
話
題
に
な
っ
た
方
？
の
順
番
で

す
。
毎
回
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

事
務
局
長
岡
田
さ
ん
が
、
例
会
の
案

内
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
例
会
は
母
校
愛
知
大
学
の
、
情

報
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
会
員

な
ら
ど
な
た
で
も
歓
迎
で
す
。
一
度
、

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
〔
写
真
〕
「
み
ゆ
き
」
ご
主
人

と
お
か
み
さ
ん

会
報
担
当
小
山
（
Ｈ
Ⅳ
卒
）

：
篭

へ
、
吾
・
己I:,；認

･戸ざ、91

ざ聾

趣
味
と
し
て
興
味
の
あ
る
こ
と
に

い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
き
た
が
、
鉛
年

間
続
い
て
い
る
も
の
に
ス
キ
ー
が
あ

る
・
初
め
て
ス
キ
ー
に
行
っ
た
の
は
、

昭
和
４
７
年
３
月
頃
。
勤
務
先
の
先

輩
が
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
，

ま
だ
、
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
時
代
、
岡
崎
か
ら
ス
キ
ー
場

ま
で
一
般
国
道
を
先
輩
の
車
で
走
っ

た
。
半
ド
ン
の
土
曜
日
、
勤
務
を
終

え
午
後
１
時
ご
ろ
出
発
す
る
と
そ
の

日
の
午
後
９
時
ご
ろ
に
ス
キ
ー
場
の

民
宿
に
到
着
す
る
と
い
う
時
代
だ
。

初
ス
キ
ー
な
の
で
道
具
は
ス
キ
ー
場

で
借
り
た
。
ス
キ
ー
板
は
木
製
、
ス

キ
ー
靴
は
革
製
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

ス
テ
ッ
プ
イ
ン
で
は
な
く
ワ
イ
ヤ
ー

を
利
用
し
た
も
の
と
い
っ
た
具
合

だ
。
当
時
は
当
た
り
前
の
道
具
で

あ
っ
た
が
、
今
で
は
博
物
館
で
し
か

お
目
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
形
を
し

て
い
た
。

最
初
に
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
滑
り
方
は
、
直
滑
降
、
ボ
ー
ゲ
ン
、

キ
ッ
ク
タ
ー
ン
ぐ
ら
い
。
板
の
操
作

は
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
滑
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
が
あ
り
、
夢
中
に
な
っ
た
。
練

霊
蕊
蒲
野
晴
（
艶
卒
）

習
中
り
フ
ト
に
乗
ろ
う
と
し
て
ル
ラ

ン
ス
を
崩
し
、
リ
フ
ト
の
支
柱
に
ス

キ
ー
板
を
引
っ
掛
け
、
板
の
先
端
を

折
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
苦
い
思

一
い
串
昏
迷
〕
ふ
め
る
。

こ
の
よ
う
な
形
で
私
と
ス
キ
ー
の

か
か
わ
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

滑
走
方
法
も
道
具
も
ウ
エ
ア
も
時
代

と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
が
、
今
も

私
は
ス
キ
ー
を
続
け
て
い
る
。
多
分
、

ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
常
か
ら
離
れ
て

真
っ
白
な
ス
キ
ー
場
に
行
く
と
新
鮮

な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が

要
因
だ
ろ
う
。

今
か
ら
十
数
年
前
の
こ
と
、
ス

キ
ー
を
長
年
楽
し
ん
で
き
て
、
そ
の

腕
前
が
ど
れ
ほ
ど
か
、
バ
ッ
ジ
テ
ス

ト
で
試
し
て
み
た
く
な
っ
た
。
簡
単

に
合
格
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な

た
め
、
初
め
て
ス
キ
ー
学
校
の
門
を

叩
き
、
基
本
を
学
ん
だ
。
練
習
を
重

ね
、
平
成
１
６
年
２
月
に
１
級
の

バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
を
受
験
し
、
合
格
し

た
。
ス
キ
ー
に
は
こ
う
い
っ
た
楽
し

み
も
あ
る
。
興
味
の
な
い
人
に
と
っ

て
は
何
て
こ
と
は
な
い
資
格
だ
が
、

私
に
と
っ
て
は
宝
物
の
一
つ
と
な
っ

た
。
趣
味
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
。

｜
『
・
〈
一
二
一
『
・
』
・
・
・
‘
．
一
壱
一
》

校
の
先
生

は
、
技
術
を

維
持
し
て
い

く
こ
と
が
大

事
と
い
わ
れ

た
。
し
か
し
、

テ
ス
ト
合
格
後
仕
事
が
忙
し
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
ス
キ
ー
に
行
く
回

数
は
減
少
し
、
技
術
の
低
下
は
明
ら

か
で
あ
る
。
２
年
前
に
仕
事
を
退
職

し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
体
の
動
く

う
ち
は
時
間
を
工
夫
し
て
ス
キ
ー
場

を
訪
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

明日への夢を育てます

。s･岡崎信用宝庫

〒444-0035岡崎市菅生町元菅41

電話0564(21)6111

ダ

冨

ざ.

陸運局認証工場

偶ｶｰｻｰビﾇ

南部電圭 (有）
杉田雅裕(50年経済学科卒）

〒444-0813両埼市羽碩圃｣手副出9番地

TEL(0564)51-03l1ft
FAX(0564)54-844C

【取扱商品‘

灘§蕊雲|；
八チスカ株式会社

取締役社長蜂須賀利雄
(愛大38年経済学科卑

岡崎市葵町9－f

TEL(0564)21-0166((
FAX(0564)25-338
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世
話
役
山
森
操
子
（
釘
年
短
卒
）

女
性
の
参
加
者
を
増
や
し
て
大
学

同
窓
会
を
も
っ
と
華
や
か
で
楽
し
い

交
流
の
場
に
し
た
い
と
、
こ
れ
ま
で

役
員
の
皆
さ
ま
が
日
夜
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
私

も
同
窓
生
の
端
く
れ
と
し
て
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
世
話
役
を

お
引
き
受
け
し
て
早
一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。２
０
１
２
年
３
月
、
ブ
ル
ー
ブ

ル
ー
カ
フ
ェ
に
て
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
の
会
」
を
企
画
。
過
去
の
名
簿

を
元
に
手
当
た
り
次
第
案
内
状
を
送

付
。
そ
し
て
電
話
で
の
お
誘
い
を
し

た
と
こ
ろ
６
名
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
出
足
。
当
日

純
荊
職
階
肋
雄
般
あ
わ
戦
略
僻
小
珊
一

と
、
趣
味
の
話
し
な
ど
会
話
が
弾
み
、

２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

ゆ
き
ま
し
た
。

ｎ
月
に
は
、
名
古
屋
さ
さ
し
ま

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
同
窓
会

創
立
帥
周
年
記
念
祭
に
参
加
。
柳
家

権
太
楼
師
匠
＆
弟
子
の
右
太
楼
（
愛

大
卒
）
に
よ
る
落
語
会
、
そ
し
て
つ

ボ
イ
ノ
リ
オ
氏
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
笑
い
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
食
べ
歩
き
を

し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。 雪

爽
『
ｅ
ｅ
皇

包
＠
３
包
串
麿
園
動
鐙
圏

２
ｃ
１
ｌ
ｇ
年
２
月
に
催
：
一
：
一
和
田
に

あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｂ
さ
ん
で
「
親
睦
の
集

い
」
。
「
ワ
ン
コ
イ
ン
で
寝
る
だ
け
、

塗
る
だ
け
、
飲
む
だ
け
＋
酵
素
ダ
イ

エ
ッ
ト
体
験
」
を
し
ま
し
た
。
気
に

な
る
部
分
に
装
着
し
た
吸
盤
か
ら
電

気
が
流
れ
、
ビ
リ
ビ
リ
…
モ
ミ
モ
ミ

…
内
臓
を
掴
ま
れ
る
よ
う
な
、
何
と

も
言
い
難
い
心
地
よ
さ
…
い
や
、
痛

さ
Ⅱ
こ
れ
が
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を

鍛
え
、
無
駄
な
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
て

く
れ
る
と
か
。
美
し
く
な
る
た
め
に

少
々
の
痛
み
は
ガ
マ
ン
、
ガ
マ
ン
。

せ
っ
か
く
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
体
験
の
あ

と
で
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
ラ
ン
チ
に

ｏ
Ｏ
ｌ
ダ
・
フ
ィ
リ
オ
さ
ん
で
南
イ

タ
リ
ア
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
の
会
話
と
言
え
ば
、
旦
那
と

子
ど
も
の
話
し
、
な
ん
て
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
崎
市
政
や
人
生
論
、
哲
学
的
な
話

に
ま
で
及
び
、
充
実
し
た
ひ
と
時
で

~、

ノ
ー

し
た
。
初
対
面
で
も
深
く
関
わ
り
合
え
る

不
思
議
な
縁
で
つ
な
が
っ
た
同
窓

生
。
国
用
の
活
動
は
、
こ
の
ご
縁
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
、
細
く
長
く
、
ぽ

ち
ぽ
ち
と
、
続
け
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
リ
ー
お
か
ざ
き
笑
い
く
ら
ぶ
主
宰
山
森
操
子

東
日
本
大
震
災
は
、
愛
知
県
に
住

む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
他

人
事
の
よ
う
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ

延
び
て
、
た
ど
り
着
い
た
学
校
の
体

育
館
で
過
ご
す
窮
屈
な
日
々
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
す
ら
守
る
こ
と
の
で
き
な

い
段
ボ
ー
ル
で
仕
切
っ
た
だ
け
の
仮

住
ま
い
。
過
酷
な
状
況
を
Ｔ
Ｖ
な
ど

で
目
の
当
た
り
に
し
心
が
痛
み
ま
し

た
。
全
国
に
広
が
る
笑
い
仲
間
の
中
に

は
、
家
や
財
産
、
大
切
な
家
族
を
一

瞬
に
し
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
が

い
ま
す
。
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

で
あ
る
私
は
、
そ
う
い
う
方
々
の
生

の
声
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
時
、

人
は
ど
う
い
う
状
態
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

笑
い
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
自

分
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
傷
つ
い
て
い
る
人
た
ち
を
励
ま

ー

す
た
め
に
被
災
地
を
回
肇
き
し
た
与

辛
い
状
況
の
中
で
笑
う
な
ん
て
。
：
普

通
は
笑
え
な
い
と
思
う
し
、
笑
っ
て

る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
感
じ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
現
実
は
、
笑
い
が
求
め

ら
れ
た
の
で
す
。
究
極
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
た
時
こ
そ
、
笑
い
が
必
要

と
さ
れ
た
の
で
す
。

寒
い
、
狭
い
、
周
囲
に
気
遣
っ
て

声
も
出
せ
な
い
。
ス
ト
レ
ス
が
極
限

に
ま
で
達
し
た
時
、
可
笑
し
く
な
く

て
も
体
操
と
し
て
理
由
な
く
笑
う
と

い
う
笑
い
ヨ
ガ
が
役
に
立
ち
ま
し

た
。
笑
い
ヨ
ガ
を
す
る
と
身
体
が
温

ま
り
、
免
疫
力
が
高
ま
り
ま
す
。
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
き
ま

す
。
身
体
の
調
子
が
良
く
な
れ
ば
精

神
状
態
も
改
善
さ
れ
、
気
持
ち
が
前

向
き
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
笑

い
ヨ
ガ
は
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
具
も
い
り
ま
せ
ん
。

東
海
地
震
が
危
倶
さ
れ
て
い
る
中

で
、
今
か
ら
万
全
の
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
支
え
合
え

る
地
域
力
を
培
う
の
に
笑
い
ヨ
ガ
は

絶
好
の
シ
ー
ル
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
知
ら
な
い
人
と
で

も
交
流
が
深
ま
り
、
怒
り
や
悲
し
み

を
笑
い
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
笑

い
ヨ
ガ
。
愛
大
同
窓
会
か
ら
発
信
し

て
い
髪
二
謀
、
し
よ
》
フ
Ⅱ

☆
寵
田
公
園
早
朝
笑
い

毎
月
第
二
土
曜
日
午
前
七
時
半
～
八
時
無
料

☆
む
ら
さ
き
か
ん
く
ら
ぷ

第
三
水
曜
日
午
後
七
時
～
八
時
五
○
○
円

☆
よ
り
な
ん
く
ら
ぷ

第
二
・
四
木
曜
日
午
後
二
時
～
三
時
半
五
○
○
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
一

○
九
○
’
九
九
三
○
’
○
五
九
五
（
山
森
携
壷

務
行
願
２
面
”
一

所古
手
弘
識
鐸
前
垂
４
６
一

十
上
好
手
◆
鴻
町
卦
琴

一
》
得
畢
》
》
》
峠
酔

狂
醐

繍
憲
巽
”

鴬
森
罷
域
一

棚
一
Ｆ
》
瀧

圭
忠
刈
則
市
５
５
崎
０
０

恭
杯
士
士
岡
く
く

一
咋
鵠
癖
世
一

・
謹
罰
日
塑
瞳
写
劇
竺
妻
も

毎
月
第
二
土
曜
日
午
前
七
時
半
～
八
時
無
料

☆
む
ら
さ
き
か
ん
く
ら
ぷ

第
三
水
曜
日
午
後
七
時
～
八
時
五
○
○
円

☆
よ
り
な
ん
く
ら
ぷ

第
二
・
四
木
曜
日
午
後
二
時
～
三
時
半
五
○
○
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
一

○
九
○
’
九
九
三
○
’
○
五
九
五
（
山
森
携
壷

小戸森書税理士事務所

税理ゴ

行政書ゴ 小戸森震

事務所岡崎市竜美中1丁目1－1］

電話（0564）54－6228

(0564）54－651

宮島好弘行政書士事糊
所長宮島好弘

建設業許可申請手続代行

◆経営事項審査◆指名願

岡崎警察署バス停前

岡崎市三崎町2－2

冠く0564〉53－416着

FAX(0564)52-6347
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平
成
二
十
五
年
一
月
の
岡
崎
支
部

総
会
に
て
、
支
部
総
会
へ
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
で
は
私

が
、
ダ
ン
ト
ッ
で
若
く
始
め
は
「
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
周
り
の
大
先
輩
方
の
優
し

い
心
遣
い
の
中
、
あ
っ
と
言
う
間
に
場

に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

元
岡
崎
と
い
う
こ
と
で
、
出
身
高
校

で
も
大
先
輩
で
あ
る
こ
と
の
話
や
、

趣
味
の
山
登
り
の
話
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
話

の
中
で
、
大
先
輩
方
の
人
生
の
思
想

的
な
部
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
岡
崎
市
に
は
、
こ
の
会
の
参
加
者

の
何
百
倍
も
の
同
窓
生
が
い
る
こ
と
を

思
う
と
、
こ
の
同
窓
会
は
、
愛
知
大

学
・
地
元
〃
個
人
の
発
展
の
場
と
し
て
、

大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
気
が
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
を
支
部
総
会
の
後

半
あ
た
り
か
ら
思
い
始
め
、
「
同
窓
会

へ
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
分
が
、
住
ん
で
い
る

地
元
に
様
々
な
技
能
や
考
え
方
を

持
っ
た
知
り
合
い
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
心
強
い
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
皆
様
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

－

毒
pH

総

た
こ
こ
に
在

り
し
日
を
偲
び
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
が
い
つ
も
思
い
出
す
こ
と
は
岡
崎

市
議
会
定
例
会
傍
聴
席
に
は
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
服
部
さ
ん
の
姿
が
あ

り
、
市
制
に
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
こ

と
に
一
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。
ま

さ
か
昨
年
十
二
月
の
市
議
会
定
例
会

で
傍
聴
さ
れ
て
い
る
姿
が
最
後
に
な
る

と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月
の
議
会
も
終
わ
っ
た
頃
、
ご

家
族
か
ら
検
査
入
院
さ
れ
る
と
の
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
、
す
ぐ
さ
ま
入
院

先
の
市
民
病
院
へ
お
見
舞
い
に
伺
い
ま

し
た
。
ご
本
人
か
ら
病
状
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
気
丈
に
も
病
気
と

正
面
か
ら
．
向
き
合
っ
て
治
療
に
専
念
す

る
と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
そ

の
時
が
最
後
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

服
部
さ
ん
は
自
称
一
．
出
た
き
り
老

人
一
．
と
い
っ
て
惇
ら
ず
、
家
に
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
が
生
に
合
わ
ず
愛
用
の
自

転
車
に
乗
り
ど
こ
に
で
も
出
掛
け
ら
れ

て
い
る
元
気
な
お
姿
が
今
で
も
目
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
接
し

支
部
長郡
長
坂
井
一
志

去
る
２
月
５

日
、
敬
愛
す
る

服
部
さ
ん
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し

偲
ぶ

て
し
た
だ
き
人
な
つ
こ
し
人
柄
誰

か
ら
も
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
願
い
す
る
こ
と
は
何
で
も
引
き

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
甘
え
、
無
理

な
こ
と
な
ど
も
お
願
い
し
た
こ
と
な
ど

反
省
至
極
で
す
。

ま
た
東
海
愛
知
新
聞
の
コ
ラ
ム
『
雑

記
帳
』
に
は
、
大
好
き
な
演
劇
鑑
賞

の
劇
評
や
紀
行
文
の
掲
載
、
雑
誌
『
文

芸
岡
崎
』
に
も
随
想
を
寄
稿
さ
れ
る

な
ど
健
筆
家
ぶ
り
は
誰
し
も
認
め
る

と
こ
ろ
。
そ
の
新
聞
の
コ
ピ
ー
を
こ
ま

め
に
お
届
け
い
た
だ
き
い
つ
渉
感
心
し

て
お
り
ま
し
た
。

服
部
さ
ん
は
、
岡
崎
支
部
の
役
員

の
他
に
地
域
に
あ
っ
て
は
民
生
・
児
童

委
員
、
行
政
の
審
議
会
等
の
委
員
も

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
貢
献
に
対

し
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
大

変
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
窓
会

で
は
、
会
計
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
そ

の
正
確
さ
と
迅
速
さ
は
他
の
手
本
と

す
べ
き
と
こ
ろ
で
多
く
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

服
部
さ
ん
を
偲
ぶ
に
は
、
そ
の
業

績
と
と
も
に
他
者
の
た
め
に
尽
く
す
、

他
者
を
励
ま
す
生
き
様
は
た
だ
た
だ

敬
服
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
少

し
で
も
継
い
で
い
け
れ
ば
、
ご
恩
返
し

に
な
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
服

部
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
合
掌

すべての免許を取得できる ひし際いい情報』わガ泉が一ばh
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う
そ
く
店
」
の
九
代
目
で
あ
る
。

り
、
入
院
中
の
父
に
「
和
ろ
う
そ
く
」

企
業
に
勤
め
て
い
た
が
、
父
が
病
気

あ
っ
た
と
。
何
れ
に
し
て
も
製
造
と

中
治
療
室
ま
で
持
参
し
た
こ
と
も

ほ
っ
と
、
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。
岡
崎

験
を
生
か
し
、
販
売
先
を
問
屋
か
ら

思
わ
れ
ま
す
が
Ｉ
Ｔ
企
業
時
代
の
経

販
売
に
は
大
変
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と

で
倒
れ
急
に
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な

で
三
百
年
以
上
続
い
て
い
る
「
和
ろ

の
出
来
具
合
を
見
て
も
ら
う
為
に
集

今
回
は
、
磯
部
ろ
う
そ
く
店

磯
部
亮
次
さ
ん
は
当
初
Ｉ
Ｔ
関
連

店
に
入
る
と
香
木
の
香
ｈ
／
で
、

磯
部
亮
次
（
伍
法
経
・
経
済
卒
）

を
訪
問
。

一
震
災
ボ
ラ
に
参
加
し
て
一

う
そ
く
は
復
活
で
き
ま
し
た
。
「
人

支
え
ら
れ
、
創
業
三
百
年
の
磯
部
ろ

昨
年
一
月
の
火
災
で
、
工
房
、
道
具

力
。
技
術
の
研
磨
は
無
論
大
事
。
一

等
へ
の
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
努

続
的
に
行
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル

奏
し
て
い
る
と
の
事
。
今
後
の
展
開

小
売
店
へ
切
り
替
え
た
こ
と
が
効
を

も
義
援
金
を
募
っ
た
が
『
自
分
で
も

は
宝
」
そ
し
て
一
生
「
人
間
修
行
」

「
和
ろ
う
そ
く
」
を
雑
貨
店
土
産
店

ナ
イ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
柔
ら
か

毎
回
二
十
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

次
に
わ
た
り
、
三
泊
四
日
の
日
程
で

た
と
こ
ろ
、
市
が
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ら
の
よ
う
だ
。
震
災
後
、
本
支
部
で

し
た
が
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

た
魚
市
場
に
一
千
万
円
相
当
も
の
金

で
、
丁
と
。

に
つ
い
て
は
、
二
○
○
三
年
よ
り
継

が
ら
、
五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
六

し
た
。
募
集
人
員
は
百
人
だ
っ
た
が
、

に
な
っ
た
。
発
災
か
ら
二
年
が
経
過

の
全
て
を
失
っ
た
が
周
り
の
人
々
に

二
百
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

の
延
べ
板
が
匿
名
で
届
け
ら
れ
話
題

い
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
炎
の

ア
を
募
集
し
て
い
る
の
を
知
り
応
募

事
前
研
修
が
あ
り
希
望
を
募
り
な

先
ご
ろ
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

会
報
担
当
（
小
山
・
筒
井
記
）

篠
集
め
」
と
「
被
災
家
屋
の
復
旧
」

自
動
車
が
う
ず
高
く
積
ま
れ
て
い
る
。

岸
部
で
は
防
波
堤
も
倒
れ
、
住
宅
団

被
災
現
場
に
入
っ
て
作
業
に
従
事
し

地
元
の
派
遣
要
請
を
お
聴
き
し
て
、

次
隊
の
二
度
に
わ
た
り
参
加
し
た
。

け
」
、
第
六
次
隊
で
は
「
住
宅
地
の
瓦

去
」
と
「
食
品
会
社
の
廃
材
の
片
付

場
、
工
場
跡
地
に
は
瓦
喋
や
廃
材
、

く
、
被
災
し
た
学
校
の
校
庭
や
波
止

地
も
土
台
を
残
す
だ
け
だ
っ
た
。

さ
れ
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

せ
た
津
波
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
く
流

た
。
被
災
地
域
の
市
街
地
は
押
し
寄

そ
れ
ぞ
れ
器
財
等
を
受
け
取
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、

町
と
な
り
、
廃
校
の
教
室
や
体
育
館

三
時
間
余
、
宿
泊
地
は
隣
り
の
住
田

か
ら
抜
け
駆
け
し
て
、
自
ら
の
売
込

せ
て
汗
を
流
し
た
。

や
工
場
も
骨
組
み
だ
け
に
な
り
、
沿

で
持
参
し
た
寝
袋
に
包
ま
っ
て
寝
た
。

の
コ
ン
ビ
ニ
で
朝
食
や
昼
食
等
を
買

み
に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
の
が
気
に

メ
ン
バ
ー
が
派
遣
目
的
の
救
援
作
業

に
従
事
し
、
そ
れ
な
り
に
力
を
合
わ

い
、
バ
ス
で
約
四
十
分
、
大
船
渡
の

朝
は
宿
舎
を
七
時
に
発
ち
、
道
中

第
四
次
隊
で
は
「
側
溝
の
瓦
喋
撤

派
遣
先
は
大
船
渡
市
で
バ
ス
で
十

私
は
八
月
の
四
次
隊
と
十
月
の
六

た
だ
、
ベ
ル
マ
ー
ク
を
持
参
し
た

三
陸
鉄
道
で
は
駅
舎
は
跡
形
も
な

事
務
局
長
岡
田
順
治
（
証
卒
）

一－

皆
さ
ん
の
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ

導
の
も
と
何
と
か
完
成
さ
せ
る
こ
と

支
部
会
報
発
行
に
関
わ
ら
さ
せ
て
い

だ
き
ま
‘
ず
。

力
な
が
ら
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

ま
す
。
ご
意
見
、
ご
提
案
、
ト
ピ
ッ

た
だ
き
、
第
７
３
号
の
重
み
を
痛
感

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、

さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
た
い
と
思
い

が
で
き
ま
し
た
。
会
報
を
会
員
の
皆

し
て
お
り
ま
す
。
筒
井
先
輩
の
ご
指

ク
ス
な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ん
で
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
あ

の
会
員
の
方
々
に
あ
り
が
た
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
読

い
て
、
８
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
微

患
亀
倉
盆

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

|：
会
報
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
諸
先
輩

左
記
の
方
々
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

会
報
担
当
（
小
山
記
）

味一筋に十九代伝銃の蔵本が贈る 湖懇
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